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宜野湾はごろも祭りで伝統絵巻

中
山
王
察
度
生
誕
の
き
っ
か
け
と
な
る
「
は
ご
ろ
も
伝
説
」
か
ら
命
名
し
た

宜
野
湾
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
宜
野
湾
は
ご
ろ
も
祭
り
」
が
８
日
と
９
日
に
開

催
さ
れ
、
旗
頭
行
列＝

写
真＝

、
エ
イ
サ
ー
踊
り
を
含
む
歴
史
絵
巻
行
列
、
カ

チ
ャ
ー
シ
ー
大
会
な
ど
が
華
や
か
に
行
わ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
琉
球
新
報
、

沖
縄
タ
イ
ム
ス
を
正
す
県
民
・
国
民

の
会
」（
我
那
覇
真
子
代
表
）
の
第
２

回
大
会
の
一
環
で
開
か
れ
た
も
の

で
、
県
民
ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し

た
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
篠
原
氏
と
在

沖
元
米
海
兵
隊
政
務
外
交
部
次
長
の

ロ
バ
ー
ト
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
氏
が
登

壇
し
た
。
質
問
者
と
し
て
政
治
ブ
ロ

ろ
う
ま
じ
ん

グ
「
狼
魔
人
日
記
」
を
主
宰
す
る
江

崎
孝
氏
と
我
那
覇
氏
が
参
加
。
基
地

経
済
が
主
な
議
題
と
な
っ
た
。

県
は「
基
地
経
済
へ
の
依
存
度
は
、

昭
和
４７
年
の
復
帰
直
後
の
１５
・
５
％

か
ら
平
成
２３
年
度
に
は
４
・
９
％
と

大
幅
に
低
下
し
て
い
る
」
と
説
明
。

お
な
が
た
け
し

翁
長
雄
志
知
事
は
「
米
軍
基
地
は
経

済
発
展
の
阻
害
要
因
」
と
主
張
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
篠
原
氏
は
「
基

地
経
済
が
県
民
総
生
産
に
占
め
る
割

合
は
３５
％
程
度
」と
分
析
し
て
い
る
。

基
地
が
返
還
さ
れ
る
と
９
１
５
５

億
円
の
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
と
い

う
試
算
に
つ
い
て
、
「
こ
の
数
字
は

か
い
り

実
体
経
済
と
乖
離
し
た
生
産
誘
致
額

だ
。
そ
も
そ
も
基
地
が
あ
る
こ
と
を

前
提
で
計
算
し
て
い
る
こ
と
が
間
違

い
」
と
批
判
。
「
返
還
地
に
商
業
施

設
を
作
っ
て
も
パ
イ
の
奪
い
合
い
に

き
た
な
か
ぐ
す
く
そ
ん

な
る
だ
け
で
、
今
年
、
北
中
城
村
の

基
地
返
還
地
に
完
成
し
た
大
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
集
客
も
思
う

ほ
ど
上
が
っ
て
い
な
い
」
と
説
明
し

た
。
そ
の
上
で
、
「
離
島
の
地
理
的

不
利
性
を
穴
埋
め
し
て
く
れ
る
の
は

米
軍
基
地
。
基
地
が
な
く
な
れ
ば
所

得
水
準
が
３
割
程
度
下
が
る
が
、
そ

の
覚
悟
が
必
要
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
氏

は
「
米
軍
基
地
が
な
く
な
る
と
自
衛

隊
基
地
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

く
な
る
。
施
設
や
装
備
品
な
ど
防
衛

費
の
負
担
は
爆
発
的
に
増
え
る
」
と

述
べ
、
米
軍
基
地
が
沖
縄
に
あ
る
こ

と
の
合
理
性
を
強
調
し
た
。

県
内
２
紙
に
代
表
さ
れ
る
マ
ス
コ

ミ
の
偏
向
報
道
に
つ
い
て
篠
原
氏

は
、
「
真
実
、
事
実
関
係
を
し
っ
か

り
見
つ
め
る
。
そ
う
す
れ
ば
自
ず
と

次
に
何
を
す
べ
き
か
が
分
か
る
」
と

述
べ
た
。

さ
ら
に
、
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
氏
は
親

交
の
あ
る
地
元
記
者
に
よ
る「『
基
地

問
題
』
が
あ
る
限
り
、
い
い
こ
と
は

書
か
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
。

①
在
沖
米
軍
施
設
は
在
日
米
軍
施
設

全
体
の
７５
％
も
占
め
て
い
な
い
②
米

軍
の
軍
用
機
の
８５
％
は
本
土
に
配
備

さ
れ
て
い
る
�
�
な
ど
正
確
な
事
実

を
踏
ま
え
て
問
題
解
決
に
取
り
組
む

べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

な
お
、『
沖
縄
の
不
都
合
な
真
実
』

は
沖
縄
の
負
の
部
分
を
描
く
本
と
し

て
は
戦
後
、
最
も
売
れ
て
い
る
が
、

８
月
９
日
現
在
、
県
内
２
紙
は
一
度

も
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

今
年
１
月
１６
日
に
発
売
さ
れ
て
以
来
、
沖
縄
県
内
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
続
け
て
い
る
『
沖
縄
の
不
都
合
な
真

実
』（
新
潮
新
書
）
の
著
者
、
篠
原
章
氏
を
招
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
９
日
、
那
覇
市
で
開
か
れ
た
。
篠
原
氏
は

基
地
経
済
に
関
す
る
県
報
告
は
信
頼
に
足
ら
な
い
も
の
と
一
蹴
。
「
真
実
、
事
実
関
係
を
し
っ
か
り
見
つ
め

る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

（
那
覇
支
局
・
豊
田

剛
）

篠原、エルドリッヂ両氏 シンポジウムで講演

動
画
投
稿
サ
イ
ト

・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｙ
Ａ
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
運
営
す
る

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｙ
Ａ
こ
と

京
本
和
也
氏
と
チ
ャ

ン
ネ
ル
桜
「
沖
縄
の

声
」
の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
る
我
那

覇
真
子
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
が

７
月
２５
日
、
那
覇

市
の
パ
レ
ッ
ト
市

民
劇
場
で
開
か
れ

た
。台

風
が
直
撃
し
開
催
そ
の
も
の
が

危
ぶ
ま
れ
た
が
、
強
風
に
も
か
か
わ

ら
ず
開
始
前
か
ら
若
者
を
中
心
に
長

蛇
の
列
が
で
き
、
会
場
は
あ
っ
と
い

う
間
に
４
０
０
席
が
埋
ま
り
立
ち
見

も
出
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
翁
長
雄
志
知

事
が
普
天
間
飛
行
場（
宜
野
湾
市
）の

名
護
市
辺
野
古
沖
移
設
に
反
対
し
な

が
ら
那
覇
軍
港
の
浦
添
沖
移
設
を
推

進
す
る
と
い
う
矛
盾
、
環
境
保
護
主

義
者
が
ジ
ュ
ゴ
ン
保
護
の
理
由
で
辺

野
古
埋
め
立
て
反
対
を
主
張
す
る
一

方
で
辺
野
古
沖
に
は
ジ
ュ
ゴ
ン
が
ほ

と
ん
ど
生
息
し
て
い
な
い
こ
と
、
憲

法
改
正
の
必
要
性
な
ど
が
テ
ー
マ
に

な
っ
た
。
通
常
メ
デ
ィ
ア
で
は
見
聞

き
す
る
こ
と
の
な
い
目
か
ら
ウ
ロ
コ

の
ト
ー
ク
に
聴
衆
は
引
き
込
ま
れ
て

い
た
。

最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
最
後
の

一
言
だ
。

我
那
覇
さ
ん
が
「
知
識
の
詰
め
込

み
や
議
論
は
大
事
だ
が
、
最
も
重
要

な
こ
と
は
家
族
を
大
切
に
す
る
こ

と
。
自
分
の
面
倒
を
見
て
く
れ
た
親

を
自
分
が
面
倒
見
な
く
て
ど
う
す
る

の
か
」
と
社
会
の
最
小
単
位
で
あ
る

家
族
を
守
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
、
国

家
を
愛
す
る
こ
と
と
締
め
く
く
っ

た
。Ｋ

Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｙ
Ａ
さ
ん
は
、
「
戦
後

７０
年
た
っ
て
、
犠
牲
に
な
っ
た
命
が

あ
っ
て
今
の
発
展

が
あ
る
こ
と
に
感

謝
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
国
民

一
人
ひ
と
り
の
努
力
が
国
家
の
繁
栄

を
支
え
、未
来
を
決
め
る
」と
若
者
に

対
し
て
勇
気
あ
る
行
動
を
促
し
た
。

高
３
の
女
性
は
、
「
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｙ

Ａ
さ
ん
の
自
然
体
な
話
し
方
に
引
き

込
ま
れ
、
政
治
に
対
す
る
考
え
方
が

変
わ
っ
た
」
と
話
し
た
。

（
Ｔ
）

沖
縄
の
基
地
経
済
依
存
度
３５
％

米
軍
機
の
８５
％
は
本
土
に
配
備

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｙ
Ａ
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

シンポジウムに登壇した（右から順に）ロバート・エルドリッヂ氏、篠原章
氏、我那覇真子氏、江崎孝氏＝９日、那覇市の沖縄県立博物館・美術館講堂

１
９
９
０
年
に
沖
縄
市
コ
ザ
を

訪
れ
、
報
道
な
ど
で
見
聞
き
す
る

よ
う
な
基
地
の
苦
し
み
は
な
く
、

見
事
に
住
民
が
基
地
と
共
存
し
て

い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
戦
後
、
沖

縄
の
イ
メ
ー
ジ
を

最
初
に
作
っ
た
人

が
作
家
の
大
江
健

三
郎
氏
で
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
筑
紫
哲
也
氏
だ
。

沖
縄
の
こ
と
が
何
で
も
無
条
件

に
好
き
に
な
る
「
沖
縄
病
」
に
か

か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、

「
癒
し
の
島
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
ひ
と
く
く
り
す
る
の
は
正
確
で

は
な
い
。
悪
い
部
分
を
直
視
し
て

反
省
し
な
い
と
成
長
し
な
い
。

沖
縄
の
２
紙
の
論
調
が
大
き
く

変
わ
っ
た
の
は
９０

年
代
半
ば
だ
。
９５

年
に
米
兵
に
よ
る

少
女
暴
行
事
件
が

起
き
、県
民
感
情
を
逆
な
で
し
た
。

こ
の
時
期
、
知
事
を
務
め
た
革
新

系
の
大
田
昌
秀
氏
の
影
響
が
大
き

い
。
沖
縄
は
い
つ
も
正
し
い
と
い

う
主
張
や
立
場
を
定
着
さ
せ
た
。

大
久
保
潤
元
日
本
経
済
新
聞
那

覇
支
局
長
と
の
共
著
で
あ
る
『
沖

縄
の
不
都
合
な
真
実
』
で
は
主
に

経
済
的
な
側
面
か
ら
素
朴
な
疑
問

を
提
起
し
た
。

①
基
地
に
反
対
す
る
の
に
、
な
ち
ゃ
た
ん

ぜ
ハ
ン
ビ
ー
タ
ウ
ン
（
北
谷

ち
ょ
う町
）、ラ
イ
カ
ム
（
北
中
城
村
）
な

ど
米
軍
施
設
の
名
称
を
使
う
の
か

②
復
帰
後
、
１１
兆
円
の
沖
縄
振
興

予
算
が
つ
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
低
所
得
の
ま

ま
な
の
か
③
な
ぜ
補
助
金
と
基
地

負
担
は
リ
ン
ク
し
て
い
な
い
と
主

張
す
る
の
か
�
�
。

最
た
る
例
が
沖
縄
県
ロ
ッ
ク
協

会
が
政
府
の
補
助
金
で
設
立
さ
れ

た
こ
と
だ
。
沖
縄
で
は
何
か
事
業

を
す
る
に
は
「
補
助
金
あ
り
き
」

と
い
う
こ
と
だ
。

最
近
に
な
っ
て

驚
い
た
こ
と
が
、

県
知
事
の
仕
事
の
ほ
と
ん
ど
が
基

地
問
題
と
い
う
こ
と
だ
。
翁
長
氏

は
知
事
に
就
任
以
来
、
何
度
も
上

京
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
移

設
反
対
を
訴
え
る
た
め
で
あ
る
。

翁
長
氏
に
安
全
保
障
の
論
争
が
で

き
る
と
は
思
え
な
い
。
沖
縄
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
、
出
自
で
物

事
を
考
え
て
も
何
も
解
決
し
な

い
。

�
沖
縄
の
不
都
合
な
真
実
�出
版
の
背
景

―
―
篠
原
章
氏
の
講
演
要
旨

住
民
が
基
地
と
見
事
に
共
存

▼
記
者
を
囲
む
会

１３
日

（
木
）
午
後
７
時
開
始
、
沖

縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
講

座
室
（
那
覇
市
）
で
。
「
国

家
の
危
機
と
沖
縄
の
重
要

性
」
と
題
し
、
世
界
日
報
社

の
早
川
一
郎
政
治
部
長
が
講

演
。
安
保
法
制
の
重
要
性
、

安
倍
政
権
の
現
状
と
課
題
を

詳
し
く
解
説
す
る
。
質
疑
応

答
の
時
間
も
あ
る
。
入
場
料

＝

５
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ

＝

世
界
日
報
社
那
覇
支
局

（
電
）
０
９
０
（
１
９
４

５
）
９
２
１
７
。

▼
海
・
夏
ま
つ
り
�
糸
満

１５
日（
土
）
と
１６
日（
日
）、糸

満
漁
港
北
地
区
（
糸
満
市
）

で
。
糸
満
ふ
る
さ
と
祭
り
、

南
部
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
、
沖
縄
爬
龍
舟
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
３
イ
ベ
ン
ト
が
同

時
開
催＝

写
真＝

。
海
人
の

ま
ち
糸
満
で
夏
を
一
気
に
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
。
花
火
大

会
も
あ
る
。
問
い
合
わ
せ＝

糸
満
市
商
工
観
光
課
（
電
）

０
９
８
（
８
４
０
）
８
１
３

５
。

▼
与
那
原
大
綱
曳
ま
つ
り

１５
日
（
土
）
と
１６
日
（
日
）、

午
前
１０
時
開
始
、
御
殿
山
青

少
年
広
場（
与
那
原
町
）で
。

４
４
０
年
の
伝
統
を
誇
る
与

那
原
大
綱
曳
は
１６
日
午
後
５

時
開
催
。
そ
の
前
後
に
は
エ

イ
サ
ー
、
大
綱
曳
道
ジ
ュ
ネ

ー
、
全
島
角
力
大
会
、
ス
テ

ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ

る
。
締
め
く
く
り
は
花
火
大

会
。
問
い
合
わ
せ＝

同
運
営

委
員
会
（
電
）
０
９
８
（
９

４
５
）
５
３
２
３
。

催

し

�沖沖縄縄のの不不都都合合なな真真実実�直直視視せせよよ

（１２）�第３種郵便物認可�平成��年（2015 年）�月��日

）

水曜日）
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